
▲手前から二ツ岳、榛名富士、冠雪の浅間山

(二ツ岳の周囲に見える窪みが噴火口)
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金井東裏遺跡 位置図

ごあいさつ

金井東裏遺跡は、国道353号金井バイパス(上信

自動車道)の建設に伴い、平成２４年９月から公

益財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘

調査を行っています。

榛名山は古墳時代後期の６世紀代に、２回の大

きな噴火を起こしました。遺跡の周辺一帯にはそ

の際に降下した火山灰が厚く堆積しており、遺跡

を良好な状態で保存しています。

平成２４年１１月下旬、古墳時代後期の６世紀

初頭に噴火した、榛名山二ツ岳の火山灰(Ｈｒ-Ｆ

Ａ)の中から、 甲 を装着した人骨や乳児の頭骨
よろい

が発見されました。

古墳時代において、人が甲を装着した状態で出

土した例は全国で初めてであり、また火山灰の中

から人骨が出土した例も全国初です。

甲を装着した古墳時代人の姿や、火山灰の状況

をつぶさにご覧下さい。

金井東裏遺跡

▲

●

Ｓ＝1:25000

Ｓ＝1：20万

●榛名山二ツ岳火山灰(Ｈｒ-ＦＡ)

古墳時代後期の６世紀初頭に噴火した、榛名山二ツ岳の火山

灰。細粒の火山灰、火砕流堆積物、軽石などからなる 15 層のユ

ニットが確認されている。金井東裏遺跡では、約 30cmの堆積が

認められる。給源から東～南東の方向に火山灰を降下させ、東

側は栃木県宇都宮市、南東側は埼玉県鴻巣市で確認され、それ

ぞれ給源から約 100 ㎞の距離にある。県指定史跡の中筋遺跡(渋
なかすじ

川市)は、この火山灰で埋没した集落遺跡である。

●榛名山二ツ岳軽石(Ｈｒ-ＦＰ)

古墳時代後期の６世紀中頃に噴火した、榛名山二ツ岳の軽石。

主に軽石からなる 19 層のユニットが確認されている。金井東裏

遺跡では、約 2 ｍの堆積が認められる。給源から北東の方向に

軽石を降下させ、最も遠い地点では宮城県多賀城市で確認され、

給源からの距離は約 300 ㎞に達する。国指定史跡の黒井峯遺跡
く ろい みね

(渋川市・旧子持村)は、この軽石で埋没した集落遺跡である。

なお、二ツ岳はこの噴火の後に出てきた溶岩ドームである。

二ツ岳

金井東裏遺跡

榛名山二ツ岳火山灰の降下範囲図

榛名山二ツ岳の火山灰

二ツ 岳



火砕流堆積物

背側を露出した甲人骨(頭骨)→

頭骨

左上腕骨→

←大腿骨
←大腿骨

火砕流堆積物

榛名山二ツ岳軽石

榛名山二ツ岳火山灰

甲部品

溝内の甲と人骨の出土状況(西から) 溝内の火山灰堆積状況(東から)

甲を装着した人骨(南から) 甲を装着した人骨(南東から)

甲(小札甲)の復原図甲を出土した溝と火山灰の堆積状況(西から)

今回発見された甲着装の人骨や乳児頭骨および甲部品は、６世紀初
よろい

頭の火山灰で直接埋没した幅２ｍ、深さ１ｍの溝の中からの出土であ

る。周辺には竪穴住居群が検出されているが、いずれも５世紀後半で、

現在のところこれらの人骨と同時期のものは検出されていないことか

ら、今後の調査による発見が期待される。

甲を着装した人骨及び甲の部品は、溝の底面から10㎝ほどの高さで

出土し、また乳児頭骨は溝の北側の法面に貼り付いた状態で出土して
のりめん

いる。両方とも同じ火砕流堆積物で埋没していることから、同一時期

に被災して埋没したと判断される。

人骨に伴う甲は背中側を表にして出土しており、高さ60㎝、幅50㎝

とやや寸詰まりの状態で、草摺が長側方向にずり上がった状態と考え
す ん ず くさずり なががわ

られる。また、この甲は破片断面に長さ約５㎝、幅約２㎝、厚さ１㎜

の小鉄板が複数枚で相互に重なり合う状況が観察されることから、

小札甲と判断される。
こざねよろい

上流側にある甲の部品は表面の腐食が著しく、それが本体のどの部

位に該当するのか、また、両者が一体のものか否かについても、現段

階では不明である。甲着装の人骨は、後頭部や四肢骨の一部が欠失し
し し こ つ けつしつ

ているものの遺存状態は良好であり、骨格の状況から成人男性と判断

される。乳児骨については、頭部の一部が残存するのみであるが、そ

の大きさと骨質から生後数ヶ月の乳児のものと判断される。

溝

甲を付けた人骨の概要


